
 

 

 

 

 

 

 

「燈火親しむべし」で、秋の夜長は読書を !  

秋になると、涼しくなり、夜も長くなって、燈火、つまり明かりの下で読書するのに適し

ている」ことを意味する、唐の文人の韓愈(かんゆ／768−824年)の詩『符読書城南(符、

書を城南に読む)』の中に出てくる一節がもとになっています。今年の読書週間の標語は次

の通りです。 

 第７５回読書週間標語 「最後の頁を閉じた 違う私がいた」 

 

 

 

 

 

 

 

新着本案内 図書館入口より正面書架に新着図書コーナーがあります 

 

生物はなぜ死ぬのか 小林武彦 

英語の読み方 北村一真 

杉原千畝とコルベ神父 早乙女勝元 

なぜ秀吉は 門井慶喜 

いつものＢａｒで、失恋の謎解きを 大石大 

いつかたどりつく空の下 八幡橙 

教室が、ひとりになるまで 浅倉 秋成 

ひきこもり図書館 頭木弘樹 

昨日がなければ明日もない 宮部みゆき 

イヤシノウタ 吉本ばなな 

監督からのラストレター―甲子園を奪われた君たちへ タイムリー編集部【編】 

晴れた日にかなしみの一つ 上原 隆 

鬼人幻燈抄    １巻～７巻 中西 モトオ 

薔薇の中の蛇 恩田陸 

僕が死んだあの森 ルメートル，ピエール 

夏への扉 ハインライン，ロバート・Ａ 

リボルバー 原田 マハ 

奇跡のバックホーム 横田 慎太郎 

アンソーシャルディスタンス 金原ひとみ 

ファウンテンブルーの魔人たち 白石一文 

理不尽ゲーム サーシャ・フィリペンコ 

ディス・イズ・ザ・デイ 津村 記久子 

自宅学習の強化書 葉一 

琥珀の夏 辻村深月 

星影さやかに 古内一絵 

本心 平野啓一郎 

未来をつくるあなたへ 中満泉 

どんぐり 寺田寅彦・中谷宇吉郎 

マインドトーク - あなたと私の心の話 みたらし加奈 

フェイクニュースがあふれる世界に生きる君たちへ 森達也 

偶然の家族 落合 恵子 

スモールワールド 一穂 ミチ 

小論文これだけ！経済・経営 超基礎編 樋口裕一 

面白いほど記憶に残る迷わない漢字 話題の達人倶楽部【編】 

図書館だより №１５ 

２０２１（令和３年）１１月 ２日 

石岡商業高校  図書委員会 



私は私のままで生きることにした 
キム スヒョン【著】/吉川 

南【訳】 

「人権」がわからない政治家たち 小林 節 

日本人がよく使う何気ない言葉には、「美しい生き方のヒン

ト」が隠されている。 
小川 仁志 

天離り果つる国 下 宮本 昌孝 

こうしてヒトになった ブライト，マイケル 

彼女は頭が悪いから 姫野 カオルコ 

もどかしいほど静かなオルゴール店 瀧羽 麻子 

１０代のための読書地図 本の雑誌編集部【編 

ヤングケアラー 澁谷 智子 

みる・よむ・あるく東京の歴史10 池 享/櫻井 良樹 

パンデミック日記 新潮編集部 

英文学教授が教えたがる名作の英語 阿部公彦 

逝ってしまった君へ あさのますみ 

骨を撫でる 三国美千子 

最終飛行 佐藤賢一 

夜行秘密 カツセマサヒコ 

「国語の時間」と対話する―教室から考える 五味渕典嗣 

こうしてヒトになった マイケル・ブライト 

氏名の誕生―江戸時代の名前はなぜ消えたのか 尾脇秀和 

アヤとあや 渡辺優 

シブヤで目覚めて アンナ・ツィマ 

インドラネット 桐野夏生 

おいしさと鮮度の見方がわかる！旬の魚事典 飯田 知誉 

太平洋戦争への道 半藤利一 

ガラパゴス  相場英雄 

覆面アーティスト バンクシーの正体 毛利嘉孝 

彼岸花が咲く島 李琴峰 

星落ちて、なお 澤田瞳子 

Phantom 羽田圭介 

神のダイスを見上げて 知念実希人 

宝島 真藤順丈 

犬もどき読書日記 石山蓮華 

テスカトリポカ 佐藤究 

変わる日本史の通説と教科書 本郷和人 

『自由』の危機 藤原辰史・内田樹 他 

硝子戸のうちそと 半藤末利子 

はじめての栄養素図鑑 田中明・蒲池桂子 

はじめまして!10歳からの経済学 全６巻   

小学館Ｙｏｕｔｈ Ｂｏｏｋｓ みんなに好かれなくていい 和田 秀樹 

小学館Ｙｏｕｔｈ Ｂｏｏｋｓ 相手の身になる練習 鎌田 實 

小学館Ｙｏｕｔｈ Ｂｏｏｋｓ 親の期待に応えなくていい 鴻上 尚史 

小学館Ｙｏｕｔｈ Ｂｏｏｋｓ 極（エッセンシャル）アウトプット 樺沢 紫苑 

小学館Ｙｏｕｔｈ Ｂｏｏｋｓ なぜ世界を知るべきなのか 池上 彰 

法廷遊戯 五十嵐律人 

ブラザーズ・ブラジャー 佐原ひかり 

貝に続く場所にて 石沢麻依 

二人の嘘 一雫ライオン 

兇人邸の殺人 今村昌弘 

その他 


